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あなたのエールが
若者の未来をつくる！
あなたのエールが
若者の未来をつくる！
あなたのエールが
若者の未来をつくる！
親がいないまたはさまざまな理由により、家庭で暮らすことのできない、
「社会的養護下（児童養護施設、里親家庭など）」で暮らす子どもたちや経済的理由がある
若者に寄り添い、就職や進学など、若者の多様な自立をいっしょに応援しませんか。
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100円からできる支援活動100円からできる支援活動

申込番号 133221 1口：100円

※「毎月募金」は「こども・若者未来基金　毎月募金」、「いつでも募金」は「こども・若者未来基金」
とお届け情報に記載されます。
※募金は社会的養護下で育った子どもたちの自立支援に活用されるほか、一部は子どもたちの
伴走支援等に活用します。

※本募金は寄付金控除等の税制優遇の対象ではありません。
※支援する若者の募集は、本基金と関連のある伴走支援団体を通じて行っています。

※「毎月募金」は「パルシステム奨学金奨学生“毎月”応援募金」、「いつでも募金」は「パルシステ
ム奨学金応援募金」とお届け情報に記載されます。
※募金は奨学生の奨学金として活用されるほか、一部は奨学生の伴走支援等に活用します。
※本募金は寄付金控除等の税制優遇の対象ではありません。
※奨学生の募集は、本基金と関連のある伴走支援団体を通じて行っています。

現金の場合
申込番号 133230

1口：300円

申込番号 133248

1口：1,000円

ポイントの場合
申込番号 169030

1口：300ポイント

申込番号 169048

1口：1,000ポイント
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お 問 い 合 わ せ

パルシステム千葉 組合員活動・コミュニティ政策推進部
☎：047-420-2605（月～金 9:00～17:00） ：palchiba-katsudo@pal.or.jp

お 問 い 合 わ せ

一般財団法人パルシステム 若者応援基金
☎：03-6233-7235（月～金 10:00～16:00） ：wakamono-kikin@pal.or.jp

生活協同組合パルシステム千葉
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毎月定額を継続して募金することで、若者を安
定的に支援できます。1口100円から始められ
て、100円単位で自由に金額を決められるの
で、負担のない範囲で無理なく続けられます。
※募金された金額は商品代金といっしょに請
求させていただきます。毎月、2回週までに募
金登録された分が当月請求対象となります。

現金またはポイントで、好きなときに募金が
できます。
※募金された金額は商品代金といっしょに請
求させていただきます。※募金されたポイン
トはお手持ちのポイントから差し引かせてい
ただきます。
※お手持ちのポイントが1口に満たない場合
でも募金に振替できます。
（例）お手持ちのポイントが230ポイントで1
口300ポイントの募金を申込むと230ポイン
トが募金に充当されます。

申込番号 190454 1口：100円

現金の場合
申込番号 190411

1口：300円

申込番号 190420

1口：1,000円

ポイントの場合
申込番号 190438

1口：300ポイント

申込番号 190446

1口：1,000ポイント
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注文用紙、またはインターネットでの注文時に下記の

「６ケタ番号」と「口数」をご記入ください。「毎月募金」と「いつでも募金」の2種類があります。

募金の停止：注文番号「190462」と、「数量」記入欄に「1」をご記入ください。
※「毎月募金」を再開する場合は、改めて「190454」と「口数」の記入が必要に
　なります。

募金の停止：注文番号「133272」と、「数量」記入欄に「1」をご記入ください。
※「毎月募金」を再開する場合は、改めて「133221」と「口数」の記入が必要に
　なります。

募金方法

インターネットでのお申し込みはこちら

いつでも募金

毎月募金



児童養護施設などの福祉関連施設に入所していたり、家庭内の問題、
経済的な事情を抱える若者の多くは、学びたくても進学を諦めざるをえ
ない環境におかれています。「パルシステム給付型奨学金」は、そんな
若者たちの未来をみんなで応援する制度です。

「ひとりでも多くの若者に学ぶチャンスを！」「ひとりでも多くの若者に学ぶチャンスを！」
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進学が決まったのに親がいない、親が病気で学費や生活
費を自分で工面しなければならない…。
奨学金を受ける若者たちは、早くに大人として自立を余儀
なくされています。子どもたちは自分から「困っている」とは
言い出せません。みなさんの募金が「助けて」と言えない
ギリギリの若者の支援につながります。

「助けて」と言えない若者たちに支援を！

アルバイトと学業の両立が困難
困っても相談できる相手がいない

認定NPO法人ちばこどもおうえんだんの「こども・若者未来基金」は、
千葉県内の親がいない、またはさまざまな理由により、家庭で暮らすこと
のできない、「社会的養護下」（児童養護施設、乳児院、里親・ファミリーホーム等）
のもとで暮らす子どもたちに寄り添い、彼らの自立を応援しています。

「挫折しても再チャレンジしたい！」
子どもたちが困難を乗り越えて自立するための
サポートをします！

伴走者の声
千葉県内の社会的養護の
子どもたちは約1000人。
施設等で暮らしていた彼ら
も18歳になると就職や進学
のため、巣立っていきます。
18歳になったからといって、
親が現れるわけではなく、
後ろ盾のない一人暮らしに
は不安と困難が付きまとい
ます。私たちはそうした子ど
もたちに寄り添ってサポート
しています。
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社会的養護下で育った千葉県の子どもたちの
多様な自立を応援！！
若者を生活面・精神面でサポートする伴走
支援団体を応援！！
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多様な自立を応援！！
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千葉県の子どもたち

親の病気や虐待などで、児童養護施設や里親家庭等で暮
らす社会的養護が必要な子どもたちは、経済的・精神的な
準備が十分で無いまま社会に出る事が多く、住居・就職・進
学の面で大きな課題を抱えて生活しています。

自立の困難

現在64名*の学生に給付しています現在64名*の学生に給付しています現在64名*の学生に給付しています（2024年12月現在。大学生52名、
　短大生2名、専門学校生10名）

奨学生には、在籍する教育機関の所定就学期間が終了するまで

毎月4万円が給付されます。
奨学生には、在籍する教育機関の所定就学期間が終了するまで

毎月4万円が給付されます。
卒業後も返済不要の「給付型」なので、精神的負担もなく学業に専念できます。

生活面・精神面で支える「伴走支援団体」の支援費用も給付生活面・精神面で支える「伴走支援団体」の支援費用も給付

募金が集まるとこのような支援ができます

若者の生活や進路などの悩みには、NPOや支援団体の「伴走支援者」が生活面、精神面
でサポートし、いつでも気軽に頼れる人がいる環境をつくっています。定期的な電話連絡や
訪問で支援する若者の話を聞いたり相談にのったり、親代わりに学校行事に参加することも
あります。こうした若者へのサポートに伴う費用も「こども・若者未来基金」は支援しています。
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※出典：全国児童養護施設協議会調査「平成26年度児童養護施設入所児童の進路に関する調査報告書」より抜粋

「一般財団法人パルシステム若者応援基金」が事業運営を行っています。

約25％

児童養護施設で育った
子どもたちの進学率

高卒者全体の進学率

約75％

※

資格サポート
資格取得に必要な資金の援助

入学金つなぎサポート
他の奨学金からの借入金が

支払われるまで、入学金等の仮払い

緊急サポートSOS
通常のメニューとは別枠で、

できるだけ早いスピードで対応するもの

くらしスタート
（住宅サポート）

一人暮らしを始めるにあたり
必要な資金を援助

＊自立時の住宅資金や家財購入

くらしサポート
進学した子どもの
月々 の生活の援助

まなびサポート
入学や進級時の一時金

募金が集まるとこのような支援ができます


